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19世紀後半から20世紀初頭のイラン経済

一一伝統的産業から見たイラン経済一一

I 流通から見たイラン経済

1. イラン経済の構造と変化

同貿易統計によるー

2. イラン経済の新しい圧迫者ロシ7

3. ［司内流通ノレートの変化

II 生産から見たイラン経済

1. 原料作物の生産と消費

2. 主要都市の生産事情

3. イラ／伝統的産業の発展段階

一一むすがに代えて一一一

I 流通から見たイラン経済

イランの伝統的産業（注1）は，絹織物，羊毛織物，カー

ペット，金糸，銀糸，ピロード，綿糸，綿布，皮革製品，

染料，さらさ，ショールなどを製造した。織物関連業は

イランやイスラム世界の伝統的産業のなかでも，とくに

重要なものであった。ボーズワースも， 11～12世紀にお

けるイラン北東部の町，ニシャープールの経済的繁栄が

鉄容器，針，ナイフなどの生産に基づくとともに，織物

業にとくに依存していたと述べている（注2）。イスラム都

市のうち， Mらかの形で織物を織らない町はなかったの

である。というのも，イスラム世界では，織物はある宗

派に属することの証しであり，ある職業や役職に就いて

いることの証しでもあったからである。さらに，この世

界では家具と言えばカーペットや掛物のことであって，

これらの織物は交換性豊かな富であったからでもある。

19世紀～20世紀初頭のイスラム世界でも，このことはほ

ぼ妥当したようである。したがって，本稿では，伝統的

産業の中心に織物業を配置して記述を進めてゆきたし、。

さてイランの19世紀前半は，イギ、リスやロシアが対イ

ラン戦争を起こし，カージャール朝（註3）イランに門戸開

放を強要する時期である。ロシアとの戦争の結末は，グ

リスタン条約（1813）やトルコマンチヤーイ条約（1828)

によって，ロシア商人にイラン国内での免税や治外法権

のう ひろ

加 納弘勝

を与えることになった。また，イギリスとの戦争の結末

が，イギリス・ペルシャ条約（1841）でつき，イギリス

商人にも同様な特権が与えられた。この状況は，イラン

の商人や手工業者にとって好ましくはなかった。

イランの19世紀後半から20世紀初頭は，西欧列強が解

体期のカージャール朝を媒介にしてイランを半植民地化

してゆく時期にあたる。この時期にイランの商人と手工

業者の活動が停滞させられ，商人と手工業者の結びつき

が弱められてゆくことになった。というのは，特権を得

た大商人がヨーロッパ商品，とくに，イギリス商品の販

売にのみたずさわりはじめるからである。

以上のようにカージヤ｝ル朝は中期以降，イランの中

小商人や手工業者に好ましい環境を作り出すことができ

なかった。しかし，初期には二つの点で中小商人や手工

業者の活動を助けたことも事実である。つまり，初代，

ア－jl－.ムハンマドは豊かな商人への過重な税を禁止
し，ゼンド（1750～1794）前王朝に一般的だった怒意的

徴税を廃止した。このことが第1の点としてあげられる。

彼の後継者，ファトフ・アリーも圏内産業保護のために，

輸入を抑えて諸国内産業を保護したのである。また，第

2の点として，強力な王朝の確立がイラン国内の安定と

国境の拡大をもたらしたことがあげられる。つまり，外

国貿易の主要な基地でしかも軍事要塞として，エレパン

（現アルメニア共和国の首府），ラシュト，カズピン，ホ

イ（タプリーズの北西〉を再建し，イランの経済領域を

広めたのである。だから， 1800～1850年には「どちらか

と言えば，商人はおごった階級（pampered）になったJ

（注4）のである。

との好ましい2条件により，初期カージャール朝下で

伝統的産業は繁栄した。繁栄のー側面を，インドとの貿

易を除けば，ロシア， トルコ，パググッド，アラピア，

ウズベクとの貿易はペルシャに有利であったとフレーザ

ーは伝えている。この頃には輸出の見返りとして大量の
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外国正貨がイランに流入した。もちろん，これら正貨全

部がイランに蓄蔵されたわけではなくて，東方地域にも

流出していた。しかし， 「この国の通貨を形成し国庫を

潤し，豊かな人々の間に蓄蔵を許すのに iづIな最は滞i訂

した」（／lo5）のである。

こうした繁栄も長くはなく， 1840ij.'-以降にはがj述の不

平等通商条約により，西欧商品がイランに；：，［入して大き

な打撃をイラン商人や手工業者に与えはじめたのたとえ

ば，タブリース、におけるイラン商人の活動は，ロシア人

や外国人商人の活動に比較して， 1837年以降急減した。

また， 1844年のイギリス領事，アボット（K.E. Abbott,) 

（注6）の報告は，カーシャンの商人や手工業者た九が同欧

商品の流入で被害を受けているので，自国産業の保護を

嘆願した（注7)と伝えている。しかし，フアトフがなした

産業保護を，当時のシャー・ムハツマドは与えられな刀、

ぺた。こうして， 1850年代以降になると徐々にイランの

伝統的産業は苦境に立たされてゆくのである。

1. イラン経済の構造と変化

一一貿易統計による一一ー

イランの貿易収支は， 1850年代にしか均衡をえていな

い。 89年と 1911～ 13年には輸出額が輸入額の5~，%1こ＼I投「〉

れ，完全な入超になっていた。ヤガネギの数値を除いて

第 1：表 イランの貿易額（1850～1911)

（単位： 1,000ポンド〉

｜ 輸出額一
輸入額

1850年代 1) 2,990 3,000 10 
1889 2) 3,910 2,130 1,780 
1885～1900 a, 3,790 2,710 - 1,080 
1911～1913" 3,940- 2,320 - 1,620～ 

4,960 2,7伺 - 2,260 
1911～1913日 10,7α） 7,890 - 2,810 

（出所〕 1) Blau, 0. E.，“Commerzielle Zustande 
Persiens，＇’ Berlin, 185,. in The Economic His-

to1ツofI川 nJBD0-1914, ed. C. Issawi, Chicago, 
the University of Chica宮oP1ess, 1971, pp. 132-

145. 

2) Curzon, N., Persia and Persia11 Questions, 

London, 1892. reprinted Londけ：1, Frank Cass, 

1%6, vol. 2, pp. 559 561 

4) l¥facLcan, l I. ¥V.，“Report on the Cone!ト
tions and Prospects of British Trade in Persia，＇’ 

in ed. C. Issawi, oj>. cit., pp. ];!6-137. 

め， 5)Ya匹乱ne日i,E. B., Recent Financial and 
I'vlonetary [{istory of Iran, New York, 1934, 

p. 89.なわ， 4）以外は各組通1't単t!Lをボンド c ji,t 
算 L, l,(JOOJJ佼で［羽捨五入したc
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第2表 1850'1ーはい＇） iヲン貿易（単位： 1,00（）；］，ンド）

愉人，＇r:',11 愉入鋲； 州出品 [J l輸出額 l輪山額一
I i•(l入額

物物物

1,2:-10市，： ＊＇止 1iJ/

i罰;~i 
-890 

4J0, L II - 80 

250 科；J.,! II 
-100 

29'.I 11式製製他1品',/, -2:lO 
ノJヲノ、 どり ！！ 

(2,200) (950) i (-1,250) 

/J'l, i(il: 70ぺ フ守，，、 940 

茶会~,\I,',:', ・対主HI '"" , E乾皮糸~：：燥j ← 100 l α） ]90: 4決ミ ,~} 6(i -1 :-10 
2001 ]2(i 

・！＇世A日＇ 20: 

(72（り新 I (1,31fif ：（十四0)

~; b＼）京料村 1g: 1小 26()1 
::2;, 

タ

別朝訪！ :-io1 

(50) (1sJ~1 ( +100) 

総 3,010! ト！，(J

( fl¥ I苛） Blau, 0. E., in ed. C. Issawi, op. di., 

pp. 1:n-1:-is.ターレノレを Blauの示す倹t草木を！日
いてボンドに仇釘し， 1,000の伎で四約五入 1,/こJ

紛出額－，1,iii入綴(7）引It作成。

考えれば（注8），輸出額は1850年代が最前である。つ主

り， 60年間，輸出額は増大していないのである。

1850年代の貿易構造を見ると，輸入では織物輸入が

63.3%，なかでも綿織物の 123万ポンド， 41.1%が大き

い。熱帯産品の輸入は24.0%で，茶が26万ポンド， 8.6%

となっていた。また，輸出では製品輸出が31.6%，半製

品力；43.5%，原料が24.9%であった。織物輸出が自2万ポ

ンドにおよび，かなりのi製品輸出がなされてk、たように

恩われる。

ところ℃，輸出入にj,i］じ品けがあるので，この大半が

中被／（ルとみえて純輸入(/Jj)（＝輸入 輸出）額で部門別

に，lD’lすと， i拠品部門では第2表のように 125万ポンド

的人HIとなり，なかでも，綿織物89万，金属製，f/,23万ポ

ン｜、の人組が大きい。製品部門での純輸出は，皮製品3

万：fンドにi彼られてし、た。次に，半製品（熱帯産品）部

門では，砂糖7万，茶Hi万＼薬品・染料13万が多最の純

輸入である。しかし，生糸94)jポJ ドが輸出され，結局

597iホンドの出超であ－' fこ。また，原料部門は大半が輸

出で，ギ：・馬，穀物，タバコがおもな輸出品であった。

70万ポン｜、のtl:l超である。だから，製品部門での 125万
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の赤字を半製品と原料部門59万と70万各ポンドが補い，

国際収支は黒字になっていたのである。

以上のような1850年における輸出入の型を変えてゆく

要因が， 1889年には現われた。輸入では織物の増加が教ー

しい。なかでも綿織物の純輸入増140万は最大で，羊毛・

絹織物でも%万ポンドも純増した。これ以外の砂糖247i

ポンドの増加は，茶，薬品・染料の減少でネ＇＼ fijぅhJ二c 私

応， 50年からの純輸入士自 (179万ボ〉ド）は，織物日J%i1入

増（176万ポLド）の増力日によっていたと青えるの

1910～13年になると輸入の裂は再び変わってくる。輸

入額が51万ポンドしか増えなかった四年からの20年間で

めだつことは，砂糖84万，茶16万ボンドの増加である。

ただし，茶は50年に比較すれば7万ポンド増えたに限ら

れた一方で，砂糖は 108万ポンドと激増した。逆に，織

物輸入は2分の 1を占めたとはいえ， 89年よりも55万ポ

ンド減ったのである。

輸出においても変動要因が現われた。 1850年にほ生糸

が輸出の2分の lを占め，穀物，羊・馬，乾燥果実，タパ

コが残り44%を占めていた。ところが， 89年には生糸で

55万，羊・馬で24万ポンドの輸出が減η た。これに対し

て，ケシで54万，綿花で11万ポンドが増えた。イランの

輸出用作物の交代が生じたのである。これとは別に乾燥

果実は着実に増加した。また，製品部門ではイランの伝

統的織物業（力｝ベット，ショーJレ〕への特化による輸

出が10万ポンド生じた。これに対して， 50年頃見られた

イギリス綿布の加工輸出はとだえたのである。

1910年になると， 89年における輸出の主役は再び代わ

った。ケシで24万，生糸16万，ダパコ10万，米7万各ポ

ンドが89年より減った。これとは逆に，綿花29万と乾燥

果実25万が増えてきた。製品部門では，カーペット・シ

ョールの15万，皮・皮製品の10万ポンドと，イラン得意

の分野で輸出が増えたのである。

まとめてみると，1850～1910年の約60年間に輸出は300

万ポンドを超えることはなかった。最大の輸出商品は一

方で，生糸→ケシ→綿花と外国市場の状況に応じて変化

した。他方で乾燥果実，皮・皮製品，カーペット・ショ

ールの輸出は順調に増加し，イランfドJな輸出商品とな 4 》

た。イランの輸出を支えた商品には，この上うな2系列

があったのであるc輸入は60年間に1.:1～1.5倍になった。

綿織物が最大の輸入品であるが， 20世紀に入ると砂糖輸

入が急に増えた。いわば， イランの経済は外から流入す

る二つの商品，イギリス商品の代表，綿織物とロシア商

品の代表，砂糖によって土台をゆすぶられたのである。
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2. イラン経済の新しい圧迫者ロシア

イランにとって好ましい貿易収支を示した頃（1850年）

の国別貿易の型は，入超地域がイギリス，インドに限ら

れ，ロシア， トルコ，内陸アジアは出超地域になってい

た（第5表〕。 1とこの事実から推論すれば，イランに好

ましレ貿め収支が維nされるためには，次の三つが重要
であると思われる。（寸）イギリスからの綿糸，綿織物の輸

入を事IIえること。（口）インドからの熱帯産品，茶と砂糖の

輸入を抑えること。判ロシアや内陸アジアへの輸出を拡

大するこどの3点である。

では，この3点でどのような口I能性がイランにあった
のだろうか。付）｛ギリス綿織物の輸入抑制の司能性はあ

まり大きくなかった。なぜなら， 89年にはイギリス，イ

ン；ごからのl輸入のうtぅ綿織物172万（絹・毛織物も52万ポ

ンド）（「u,1と製，＇，，＇，輸入の比家が高かぺた L，また， 1910

年に少々イギリス織物の輸入が減ったけれど，同地域へ

のイランからの輸出は70万ポンドでイランへの輸入の3

分の lしかなく，イギリスに圧倒的に有利な安易関係は

揺らいでいないからである。

（口）インドからの茶と砂糖の輸入抑制は，第3表で見た

上うに，ますます困難になってきた。なかでも，急増す

る砂糖の輸入制限がまず問題である。確かに1850年代に

砂糖はインドから輸入されたが， 20世紀初頭にはロシア

から輸入された（注10）。だから，熱帯産品の輸入抑制を，

イラン経済に影響を与える独立要因としてではなく，ロ

シア貿易との関係で検討する必要が生じたのである。

村ロシアと内陸アジアへの輸出拡大のうち，後者への

輸出拡大は期待できなかった。なぜなら， 1850年よりも

つ
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総
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る。つまり， 1844年と70年には，鉄・鉄製品，銅が重要

な翰岱商品であった。ところが， 1909年と12年には，砂

糖輸出が総輸出の30.4%,27.3%となり，綿織物輸出

（後述）に次いで2位になった。ほかに茶の輸出も大さ

くなった。 1910年のイランの輸入のうち急増した砂糖と

茶は，このようにロシアからの輸入に大きく依存してい

たと考えられる。

次に繊維関係のロシア・イラン貿易を見てみよう。

1844年には，綿織物 146万，絹織物51万，毛織物9万

各ルーフゃルをイランが輸出した。さらに，綿糸，生糸と

いう半製品で19万，原料である綿花で2万ループ、ルを輸

出した。これに対して，ロシアは麻織物1万ルーブルを

輸出したに限られた。前述した1850年における82万ポン

ドの織物輸出額のうち，かなりの部分が中継貿易にして

もロシアに送られてu、たことになる。

1870年になるとイラン側では綿花以外の繊維輸出は44

年よりすべて減h ロシアの綿織物輸出は44年の21倍に

急士脅した。とはいえ麻織物と毛織物を除くと，輸出額で

はイランの方が大きかった。しかし，ロシア織物業が発

民する様子がここから読みとれる。

1909/10年になると，両国の交易関係は全く逆転した。

イランが純粋に輸出できた織物は，カーペット871万，絹

織物303万ループールに限られた。製品輸出が減り，半製品，

原料輸出が増えたのである。つまり1844年に原料部分は

繊維関係輸出のうち 0.8%でしかなかったのに対して，

1909年には51.2%となった。なかでも，綿花の輸出1260
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〔社li肝）

輸入額で2分の1に，輸出額で9分の1に激減した（第5

表）。つまり， 1910年にもなっても確かにこの地域は，イ

ランが綿や毛織物を輸出して原料を輸入できる唯一の市

場であったが，取引額が減り，しかも，入超地域に転じ

た。この地域への輸出拡大はあまり期待できないとすれ

ば，ロシアとの貿易がイランにとって大きな影響を与え

ると三えよう《というのも，1910fj三には輸入制ーが1850年の

約6.3倍，輸出額が約1.5倍となり，イギリスとの貿易額

の1.4倍と拡大したかんである。だから，ロシアとの貿易

関係の結果がイラン経済を大きく方向づけると長える。

さてロシア・イラン貿易では，イランが1890年頃まで

出超を保った。しかしながら， 1870～80年に始まったロ

シア産業革命によって，イラン出超の碁盤が崩されつつ

あった。そして， 1890～1900年には両国の貿易額はほぼ

均衡L，その後は逆に，ロシアが恒常的に出超を維封し

てゆく（注11)。

ロシア・イラン貿易を，繊維と非繊維に分けて考えて

みよう。

イランのロシアへの輸出に占める非繊維の割合は，

1844年19.6%,70年46.9%,1909年51.4%と増加した。

このうち，大きな割合を果実が占め，穀物，ケシ，魚，

生皮，家畜がこれに次いだ。逆に，ロシアからのイラン

への輸出に占める非繊維の割合は， 74.7%,57.2%, 

54.7%と減少した。ロシア｛員I）で繊維輸出が士甘えたのであ
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ら5年間でイランにおける綿花作付面積を2倍（注13）にし

たほどであった。こうなると当然，イランの綿花栽培は

ロシア綿織物業に組み込まれ，直接の影響を受けざるを

えなくなった。たとえばlプード（16.38キログラム）の

綿花価格は1913年に52.1クランであったのに， 1920年ロ

シア革命による市場閉鎖によって輸出が中止されると，

20.4クランと 7年前の半額以下になった。このため，イ

ランの「綿花栽培は採算性ある他の農作物栽培に移行」

（注14）を強いられることになった。ここからも，ロシア綿

織物業への原料供給地に転化されたイランの状況が読み

とれる。

3. 国内流通ルートの変化

イランの貿易相手国がイギリス一辺到からロシアによ

り依存してゆくにつれて，園内の流通ルートの持つ比重

も変わっていった。

とごろで，イランの消費地は北西のタブリーズ，北東

のマシュハヴド，南部のシーラーズに四まれる三角形内

にあった。三角形の重心テヘランには，頂点から伸びる

,l！レートと辺を横切って伸びる 3ルートが集まってい

た。イラン圏内でのこれらルートの先端に，イランの重

要な都市が位置してし、たのである。

六つのルートは，次のとおり。

｛イ）トレピゾンド→（トルコ領アルメニア）→クブリー

ズ→テヘラン。 750キロメートル。

万ループ、ルは大きかJ 》た。逆に，ロシアは綿織物2190

万，麻織物104万，毛織物216万を輸出し／こ。綿糸と綿織

物の輸出は， 70年から40年間で2465万ルーブル璃えた。

さらに， 19世紀の問は圧倒的であマ〉たイギリス綿布の流

入も，1913年項にはロシア綿布の流入によヮて抑えられ，

ほぼ半々になった。ロシアからの輸入は9200卜L，イギ

リスからの輸入は1万1000トンとなった（注12）。ロシアが

イギリスに追いつし、てきたのである。こうして，イラン

は先進国ロシアの製品輸入国で，原料供給固に転化させ

られた。その後この傾向は一層めだってくる。かつて，

イランがロシアに対して持った貿易の量と質での有利性

は，今や両方とも喪失してしまった。

ロシア・イラン貿易で大きな比率を占めた綿花輪出を

今一！支見ておこう。イランの綿花は17世紀まで輪出され

たが， 1850年にはとだえた。その後，］￥j北戦争による綿

花不足が価格を！こ昇させると，イランでも綿花生産が拡

大した。イギ 1）スはアメリカ綿の代わりに，イラン綿をイ

ンドに送った。 64年には 679万ルピーと 2年前の4倍に

急増した。しかし66年にはイン F向けはなくなり， 1046

万ポンドの綿花のうち 4分の3がロシアに， 4分の 1が

マノレセイユ経由で西欧（イギ、リスか）に輸出された。

19世紀末以降の綿花輪出は，第9表のように，ロシアに

限られ， 1910年には95.94%,13年には95.04%の綿花が

ロシアに輸出された。ロシア商人の綿花欲求が，1900年か
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一’一一…ー…一一一一一・・・－一一一一一一一一一’ー 料…’T 一一’n
（口）ポチ〉〔ロシア領アルメニア） 》タブリーズヴへ 40年には貿易総額の3分のl～4分の lを扱った（注目）。

ラン（エレパン～テヘラン。 900キロメートル〉 50年代から69年までこのルートの最盛期には，イギリス

付ラシュト（ヱンツリ）→テヘラン。，）20キロメートル。 商品が総通過額の平均70%を占め， 64年には87.5%を出

（ニ）パンクーレアッパス＋ケールマン，ヤズドー→テヘラン。 めた。輸出では生糸・絹が48～66年平均で55%を占めた

1250キロメートル。 （注16）。また，タブリーズ・ルートを形成する付）トレビゾ

ihブシュレ→シーラース＼イスファハーン→テヘランO ンド経由と（口）ボチ経由の貿易額の比率は， 1848年に輸出

650キロ Jートル。 額15万4000と19万各ポンドに分かれていた。ただし，輪

付ベグ夕、ッド→ケールマーンシγー，ケノレド地方〉テ 入額は（イ）トレビゾンド経由がイギリスからの大量輸入の

ヘラン。 500キロ d←トル。 ためずっと大きかったはずである。タブリーズ・ルート

（的へラート〔現ノミキスタシ領） →マシュハッド，ニシ （μ），（口））こそ，大量のイギリス商品の流入，生糸・絹
ャプール守令テヘラン。 150キロメートル。 の輸／Jj，さらに，ロシアへの輸出と西欧への輸出が半々

18世紀初頭からスエズ運河が開通する1869年まで，（イ） になっていたことの；l点から， 1850年代のイラン貿易の

（口〉のクヅリーズ・ルートが重要な貿易路であ η た。 :io～ 型を’与し出している。

スエズ運河の関通とイラン南部の治安確立に伴って，

第P表 イランの綿花主要輸出羽lf!!」 （単位：トン） イギリスは徐々にぺノレシャ湾ルートから取引を始めた。

ロ ン司 、ノ一，

188i~: 7,912 5,616 
4,975 

92* 6,802 
92～96 10,139 

1897～1901 14,169 
01 14,496 
02 14,922 
D:"l 17,887 
04 15,201 

05 17,265 
06 18,67:1 
07 17,248 
08 17,215 
09 23,456 

10 24,832 
11 23,817 
12 26,912 

13**1 25,571 

20 85 
21 l. 3 
22 3,112 
24 10,905 
28 18,980 

:-10 10,000 
九日 9,840 
:16 18,0:oO 

イオfリλ

5,438 
2,867 
2,179 

＂－：，， アの占め
，；：：，測{'i (%) 

50.8 
63.4 
75.7 

1,139 ! 95.7 

331 20.4 
1,490 0.0 
4,004 43.8 
2,466 81.6 
1,320 93.5 

470 95.5 
1,810 84.5 
74 99.6 

(/fj所） 1883～I9J:J1j'.ic, Entner, M., op. cit., p. 

73. 

*i:i 90～92 ir u, Tomara, M. L.，“ Ekonomiche-
skoe Polozhenic Persii，”（Saint Petersburg, 

1895. in ed. C. lssawi, op. cit., p. 250. 1ょL,
トマラの数仰はプードをキログラムに換何しと(1

/1賞。料 Itl913年以後は，高橋高貞訳 T ，，シアの
対イラン政策』 〔資料丙第301\~ C.) 東班研変

所 1942年 94-95ベージ。

また，ロシア側の事情ではボチからチフリスにいたるポ

チ・チフリス鉄道が開通（1872）すると，（ロ）ロシア向け

タブリーズ・ルートも貿易量が減った。こうして徐々に

同ルートは重要性を失った。

クブリース＼ルートに代わって，イギリス貿易を支えた

ペルシャ湾ルート（（.：：：.）， I村）は， 19世紀末までに貿易額を

拡大した。 1回9年には第10表のように，輸入額の43.9%,

輪山額の53.0%を占めた。しかし，1913/14年には輸入額

の20%，輸出額の15号らがこのルートに依存するに限られ

た。このルートによる貿易額は減少したが， 89年には：10

万， 1913～14年には 110万ポンドの入超と（注17），イラン

の国際収支を大きく悪化させるルートであることは変わ

らなカ込った。

ロシア貿易はポチ・チフリス鉄道が開通L，さらに，

1882年チフリス・パクー鉄道が完成して，コーカサス横

断が可能になると，ますますカスピ海ルート付が重要に

なった。ヲシュトやエンツェリ（現パンダレ・ノミハラピ

ー）やアストラノ〈ード（現ゴ、ルカ守ン〉を経てテヘラシに

し、たるルートであるc 両ルートで， 89年に輸入が90万ポ

ンド〔22.7%），輸出が50万ポンド（18.2%）となった。

前述Lfこタブリーズ・ルート貿易（トレピゾンド向を除

く）がかりに全部ロシア貿易とLても，輸入が33万，輸

出が55万ポンドであって，ロシアとの貿易はカスヒ。海ル

ートに依存していることがわかる。とはいえ，ペルシャ

湾ルートによる貿易額の3分の2ほどであり，当時のイ

ランにおけるイギリスのロシアに対する優位がここにも

見られる。

こうしたロシア貿易の拡大は，チフリス・パクー鉄道

7ラ
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内国官1ンフイ第 1図

（単位： 1,000ポンド〕

,it ! 収集年次

1889 

。δ
日
汐

n汐
ハ
リ

副
総
∞
∞
閉

’it
A
可

i

’A

比率（%）

21.4 , 1,494 
( l. 3) : (610) 
18.2 I 1,396 
0.7 ', 35 
53.o I 3,191 
6.7 I 577 

1以）.0 I 6,693 

588 
(36) 
501 
18 
1,457 
183 

2,747 

輸入額

906 
(574) 
895 
17 
1,734 
394 

タブリース路
（トンビ、／ンド－ 1J'i:. I五）
カスピ海路
γa ハット E名
ヘノレシャ i予？路
グタット路

（出所） Curzon, N., op. cit., vol. 2, pp. 563 577.より作成。

3,946 
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このほかに，付バグダッド・ルート，（村へラート・ル

ートも存在したが，年とともに重要性は失われた。これ

らイラン園内のルートの貿易量は，第10表のとおりであ

る。以上のように， 1850年のイラン貿易の型を写し出し

た国内ルートは徐々に，新しU、要因によって南方・北方

ルートに代わってU、った。

(ii: 1〕 ここで百う伝統的成業とは， 20世紀以前ω
イランti:会に土着し，同有な起源を持つ諸庄一業を怠味

している。 19世紀後半からイラン各地に点々とfr，＇，れ

た「近代的工場」を，ここでは考察から除トf二D :1Li~ 

の模放と受’容の結果，宵営工場として作られたが，結

果は好ましくなかったからである。

（注2) Bosworth, C., The Ghaznavids 994-1040, 

Eclinbargh, 1963, pp. 149-150. 

(i13) カージャール朝は1779～1925＞ドまで存続し

た。 1代 AqaMu]:iammad Khan (1779-97）から 3ft

Muわammad Shah (1834-48），と 4 代 Na~ir ud噌Din

Shah から6代A]:imadShahの時期に一応分けられる。

(i:l:4〕 Lambton,A. K.，“Persian Society under 

the Oajars，＇’ Journal of the Royal Central Asian 

Society, vol. 48 (April 1961), p. 125 

〔注5) Fraser, J.B., An llistorical and IJe:;cnρ－ 

ti1•e Account of Persia, London, 18:-l3, p. 298. 

0主6) L. Berezin，“Puteshestivie po Severno1 

Persii，” 1852, in The Economiι・1-listoryof !ran 

1800-1914, ed. Issawi, C., Chicago, Univ.。fChi《、a-
go Press, 1971, p. 108. 

Cr主7) Ibid., p. 258. 

〔注8) Yaganegi, E. B., Recent Financial and 

A1onetary History of Iran, New York, 1934, pp. 

91 104.ヤガネギによる1885～1900年の輸出入管！は，

カーゾンの数似にはは一致している。しかし， 1910年

代になると；βl支のように輪入で2～2.8倍，輸出ご

2.9～3. 4/"liになっている。これはとの制JF：が生じたJl1.
fiJは小切jである。なれ， こうした大幅な佳i際収支の，／1,

’lei）決算にソいて，たとえば19世紀中頃，タプりーズ

貿易（後述）壬li，こ心ルートによる輸出不足分を「関

長iを通過しないw珠，ダイヤ壬ント，カンミア.－／ョ
--/l」ご持Iiったと riわれる (lssawi,oρ．口t.,p.10旬。

また，放入の増加のため，tイ）マンュハヅド（聖地）への外

人巡礼者の支出，（ロ）外国大使館の支出，やすロシアなど

への出稼ぎ労働者からの送金，（斗外周企業のロイヤノレ

ティ，帥密輸出等がなされ，大幅なi}i'、字を縮小してい

一一資 料一一竺

た（I田awi,op. cit., pp. 128 -129）。しかし，本稿てl:t 

貿易統日1を用いてイラン経済を大きく H’1l、てみた。

(ii' 9〕 Curzon, N., Persia αnd the Per 'a, I 

Ouestio河， London,1892, reprinted London, Frank 

Cass, 1966, vol. 2, p. 561. 

(il:10〕 Entner,M., Russo-Persian Co削 mercial

Relations, 1828-1914, Florida, 1965, p. 71. }JUの資料

Ya巨anegi,op. cit., p. 92ではイル際9500}jフラン〔土170

7jポント）となっている。

（沌11) Iミntner,op. cit., pp. 8 ・9. 

（注12) 尚矯r旬以れ 『ロンアの対イラン政策』（資

料VJ&r,30P-J, C〕 東班研究所 1942>F- 88ベージ。

イランの綿布輸入先 （単位：トン〉

年 ロシアより イよギリPりA I よp ,:; 7りIiイょギリt

＂~沼 9 加3制 , i!I! 'i 1：，，：酬器7瑚伺 I ~選訓師団
引所） 同上書 88← 89ページ．

Ci主1:3) Issawi, op. cit., pp. 245-246. 

Ci主14〕 高橋尚氏以 前秘書 93ベージ。
(ilニ15) Issawi, ＜ゆ.cit., p. 108. 

(il;J 6) Ibid., p. 114. 

(iU 7) Ibid., pp. 83-85. 

(i-H8〕不明“Trebizond and Persian Transit 

Trade，” Royal Central ..-1sian Journal, vol. :H-IV, 

Dec. 1944, p. 293. 

II 生産から見たイラン経済

1 原料作物の生産と消費

イラン織物業の発展程度を知るために，生糸と綿花の

生産量を示L，どの程度国内で消費されたかを見ょう。

イラン経済に大きな影響を与えた生糸の生産量から見

ると， 1830年代から64年までイラン最大の生糸生産地キ、

ラン州は，平均139万ポンド (lbs）を生産し，額にして100

~ljポンドに達したの（イラン全体の生産量を示す数字は欠

如している〕。絹はベル、ンャ商品の最も重要な商品にな

った。しかしながら，生産最の急増はベルシャ人の活弱j

の成果ではなく，ギリシャ人商人などの資本・技術提供

に依っていた（注 l）。

ともかく， 64年に生糸生産は頂点に達した。 68～69年

からは生糸の世界市場に日本が参加したため価格は低落

し，ギラン州の生糸輸出額は半分以下になった。 70年に

77 



……，．策 料型空空ケ一一世e竺竺？一…畑一山湖町四川町山由化竺＇：＇：~＝－~空竺戸一一一一－－·－－·唯一四国昭

第11表イラ／の丹.，tと＇L/li': （！軒、'L:1,000ポンド〉
l
q
l

’f主
川
f
R
8
0
0
0
0
0
0
0
0

／侍五

2
6
6
4
0
7
3
0
0

J

匝

6
7
3
8
8
1
4
3
0

ラ
生

L
丸

し

し

し

し

し

干
つ
一

／

υ

）

L
L
 

J
J
Y
町
内
り
つ
“

／
っ
“
ゥ
，

L
h
l
t
q
H
n
u
 

p

t

r

，， 

Z

A

性
、
ム
リ

，f
ぺi

勾
d
内

H
4‘
1
ソ
μ
ρ
h
Q
u

“Hけ
J
A－

q
d
m
J
4吐
庁
，
t
リ
ム
】
サ
け

q
υ
4
A守

4
4
T
4
A
2

n
b

ヴ

4

0

0

1

1

1

 

Q
U
9
4
n
v
q
δ
 

0

6

6

1

 

月

h
u
f
O
R
υ

つμ
，
 

ー

イ
官
戸

b

p

n
勺
d
O
O

白
ヨ
ハ
V
1ょ
っ
ム

η

J

d
“Z
F

日

μH
巧
d
Q
O

つんM
F

凡
に
け
ヴ
’

H
げ

に

J

G
ハ

h
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
9
0
口河
U
T
よ

(617) 

2,190 
1,230 
(485) 
1,351 
1,110 

889 
714 
922 
1n 
632 
766 

1,422 
541 
m8 
210 
708 

:-l90 
455 
:180 
554 

46:, 
993 

キラン州 l Jサ〆ダテ
J) f七時額 川1(/)'LF長鼠’

428 
552 

120 
18～19 

240 

2,0()() 

450 

1,000 
667 

74:J 
507 

451 
302 
399 
286 
221 
225 

；ほ（）
105 
215 
12:1 
1:15 

(18) 

（出所〕 1886ご［ーまでは， Curzon,op. cit., vol. 1, p. 
367. 1887年以降は， Lafont,F. and I-I. L. Rabi-
no，“L’industrie sericole en Perse，” in ed. Issa-
wi, op. cit., p. 253.なわ，カッコ内の65年もこ
れによる。キロダラムはボンドlbsに直し， 1744,
71年の生産額は 1，.マ／ニ4ホンド（Curzonによ

ろ）キJ喧λで概算した。

35 

:l5 

:l8 
66 

Iヰび外人による改良策の結果，生産量が増加した。 1904/

05年iこは121万ポンド (lbs）と， 1865年度のギラン外｜の生

産軍；に等しくなった。しかし，価格は40万ポンドを超え

ず，生糸の輸出寄与率は低下した。

次に，地方別生糸生産量は第12去のようである。 1865

日以降，二'f'ラン小HiJ,SO%日fil，マザンダラレ州、｜が5%を生

日h,1自65年から20～40年間は｜可州、｜の占める比容が域大

した。

組・生糸の国内消費量を推測させる資料に関しては，

カーゾンがわずかながら示している。 「現在（19世紀末

…筆者）ロシアやマルセイユに輸出される繭は，ギラン

（マザンダラン），アゼノレパイジャン」のものである。「後

2地方（ホラサーン，中央地帯……筆者）での生産物は，

ほこんど地方消費的である」（注2）と述べている。つまり

第12表より両列、｜の生産、量，約3万ポンド（lbs）が国内で消

資されたのである。総生産量の5.3%にあたる。

またカーゾンはホラサーン産の大半の繭・生糸は，ヤ

スド・カーシャン・イスファハーンに送られたと述べ，

これら地域の「織機は毎年，約1万50007ン（ 9万75仰

lbs）」（注3）を使ったと述べている。さらに，ギラン・マ

ザンダラン産の4万50007ンのうち， 1万マンがバググ

ッドへ輸出されるか，カーシャンやイスファハーンで消

費され，残りがロシアと jlLjl伐に輪山されたと伝えてい

る。 1878年のfランからバグダッドへのj，要輸出品の中

に襖・生糸は入ってし、なL、。だから，この繭・生糸の大

半がバグダッドへ輸出されたとは考えられず， 3～5000

7 ンはここで消費されたのであろう。すると，ホラサー

ン産1万5000マンとこの3～50007ン（11万7000～13万

lbs）が， 「地方消費」されたと一応仮定できる。その量

は務・生糸生産量の21%ほどになる。

第 12表 イラング）地方別生糸生産最 (1-ji／よ： 1,000ポンド(lbs))

Dv~~i;un Rondon I J. Rabino 1905 
・curzon 

1887 1890 1885 

ニ干 ノ ン 485.1 ~i!:~) 

463.l 992.3 455 

(lf;f ~ 
(82.2) (81.8) (82.4) 

ザノ y・ .1 ン 38.4 66.2 35 
ア λ ！？／、』｝；、 (5.,l) (6.8) (5.5) (6.3) 

./ 、ノ 22. l 16.1 99.2 16* 

t~) g九1） (2.9) (8.2) (2.9) 
プピノレノ：イシ・＼・ '/ :12.4 :n.1 九3*

Jti :~) 
(5.0) (5.8) (2.7) (6.0) 

中央（ ＼・ス l，カーシヤ：.， ) 7.6 13.2 22.1 ]:J* 
(11.4) (2.7) (2.:J) (1.8) (2.4) 

617.ci) c~gu) 563.2 
1(ii~ :g) ~!g~~O) (100. (100.0) 

（出所） Lafont, F. and H. L. Rabino, op. cit. /ji(資料はトンで表示されてトるが， lbsに換算じた。なわ，
Curzon c'J J[i I士， Curzon,N., op. cit., vol. 1, pp. ,l67-369. Curzonの計552：土集計額で（伺8）は第13表より。
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第13表イラ／ぷ）！也ブjJ.IIJ磯・’｜糸＇ l・成鼠：

J1Ji. )j ; ・／ リー ホンド (ll.s)．ヤf ン；

+ フ／・レシュト :l0,000 193,000 
－，，斗J：ンターヲ ／ 15,000 97,500 

,le") 20,000 l:lO, ()()() 

G5,000 122,500 

（出rりr) Curzon, 01う.cit., vol. 2, p. 497. 

「t也方消費」部分を示す数値は，部分的ながら1848年

にも存在する。ギランで生産された100万ポンド (lbs）の

繭・生糸のうち，ラシュトだけで2700ポンド(lbs,0田町も）

が消費された。さらに，バグダッドへの輸出と「中部ベ

ルシャや南部ベルシャのさまざまな地域でのI討費」性4)

が，約24万ポンド (lbs）あった。ここでも前述の理由

によって， 3分の l～2分の1つまり 871～12万ポンド

(lbs）が国内で消費されたと考えられる。結局，イランで

「地方消費」された麟・生糸は，約3万ポンド〔5.3%)

から12～13万ポン F'(Jbs,21%）ほどであ〆》fこと一応推定

できるだろう。

綿花の凶r'-1消費部分を推定させる資料は19世紀後半に

はなか。ゴレリコ 7は191:l年につ1旬、て，輸/.llが2万5000

トンで生産量が3万3000トン（注5）と心してし、石。これに

よるとほぼ4分のlが消費されたことになる。また，ヤ

ガネギによると， 1927年の生産量2万1600トン， 30年3

万2800トン（注6）と記している。輸出長と比較すると27年

で6.0%(28年の輸出最と仮に比較〕と30年， 69.4%とな

る。三つの値にパラつきがあるが，イランへの綿布の大

量輸入とイランからの綿花の大量輸出から， 70%近い閣

内消費は考えられない。ここでは一応， 6～25%が「地
方消費」されたと推定しておこう。これらの綿花は，ロ

シアへ輸出された綿花の残余であって， 「手製の機台で

紡がれ，家内消費的に吸収された」（注7)のである。

2. 主要都市の生産事情

主要都市の産業を，（a）綿織物業，；b）綿織物業，（c）毛織

物業，（d）カーペット生産，（e）その他の5項目にまとめて

見てゆこう。

(1) タプリーズ（Tabriz)

貿易ルート（（イ）・（ロ））の中心都市で，1889年に人flは17～
20万であった。 60年頃には3114人の商人と職人がいて，

2676人が市内に，438人が郊外に住んでいた。89年には166

のキャラパンサライ， 3922の仕事場があった。ただ‘し，

大半は捨てられた仕事場であったと言われる。

アゼルノfイジャシ地方で（d）カーペット生産が繁栄して

くると，この都市にもカーベット織りの仕事場が現われ

た。しかし， 89年頃には「カーペット工場はなく，ほと

んどのfl:事は家庭内で女ーたちJ（注射によ η てなされた。

ところが， 20世紀初頭にはすでに大規模なカーペット工

場が成立してし、た。最大の仕事場はロシア人が所有する，

1500人を雇用L，織 iJ上誌や染色切である数個のレシガの

建物金持ち，しかも働き手のパンを毎週1万個焼く製パ

ン場すら備えて」、た。紋もi白i価な」j".毛・絹製の力一ヘッ

トを一度に 100枚ほど織ると戸われ，毎年5万ポンド生

産した（itード。 1902年のカーペット輸出72万2000ポンドの

7%弱にあたる倒である。

この頃，タブリーユぐにはカーペット仕事場が 100店あ

り， 1200の織台があった（注IO）。オーピンによるロシア入

所有の工場に備わっていると思われる 200台を！徐けは、，

平均IO台が1仕事場にあったと考えてよい。タブリース

については，（d）カーペット生産以外は実態がわからない。

(21 ケルマーン（Kirmarr)

貿切ルート（ニ）の中心都市。「ケルマーンのバザールは，

この川の商工業の名戸に値する」（注11）と言われるほど，

商工業は繁栄していた。 65年に人fl3～4万人，250人の

商人がおり，このうち17戊が輸入品を扱っていた。

1850年に2200のショール織台， 220の羊毛織台があっ

て， 47；～4万5000ポンドを生産した。50年のこれら織物

（（川，い））の輸出額66万5000ポンドの6～6.7%にあたるe

介；）12420台の15%にあたる 325台は，近くの9村に集中

し7000ポンド以上を生産した（注121。65年には 120のショ

ール織り企業があった。 50年の織台数が維持されている

とすれば， I企業18台強を備えていたことになる。この

ように， 19世紀のケルマーンでは主要な職業が良質な、ン

ョーノレ生産であった。

これに対して，（d）カーペット生産では1871年に六つの良

い仕事場があったにすぎず，台数は30台より少なかった。

なお，仕組0の綿織物の仕事場がこれ以外にあった（注13¥

ところが， 10年後には市内と周辺で数百のカーペット織

の仕事場が族生し，長大の仕事場は30人ほどの織り手を

雇用した。1900年には市内で1000台以上となれ20年代に

は5000台となった。（cl）カーペット生産では実際の活動に

たずC:わる 2～3人の子供を監督するマスダー 1人が，

1台の織合を動かしたUll九この頃には，ショール織物業

(ia), (c））も繁栄して1000台の織台があった。これらは1850

年代における2000台の半分となったが，毎年30万トマン

(5万5600ポンド〕を輸出していた。また，ショール織

物業（（a), (e））でも，カーゾンの観察によればほ）カーぺ
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ツト生産と同じく，織台は不潔で暗い穴の中で織られ，

そこでは，男や少年たちは半裸の姿で働いていた。この

ショール織物業の5万6000ボンドは，1910年代ショール・

カーペット輸出の22%にあたる。以上から，ケルマーン

は1900年頃には，（d）カ一ぺツト生産で織台が1000台（（a） ， 
(e 

300台で，イラン呆大の生産都市であったと考えられる。

i3）ヤズド（Yazd)

ケルマーンに次いで、パンダレアッバス・ルートの2番

目に位置する都市である。 18印年項に，（a)300～350の絹

織台，（b)l300の綿織台があった。これらは衰退してはい

たけれども，カーゾンによれば， 「絹織物業は以前に，

この地方の主要な産業であった。 19世紀中頃には大量の

マルペリーが植えられており， 9000人を雇用する1800ほ

どの仕事場（Factory）が存在した」（注目）のである。 20

世紀初頭にも， 2000台の絹織台を持つ 400の仕事場があ

り， I仕事場に平均5台が備えられてu、たことになる。

（肘綿織物業では，この都市はインドから6万5000ポン

ドの綿織物（とれの総輸入額の5.3%）を輸入し，トルコや

北部イランからも 6方5000ポンドの綿織物を輸入してし、

たことになる。この輸入によって， 1300台を持つ綿織業

は表退気味であった。1900年頃には10万トマン（ 1万8000

;s;、ンド〉の綿織物を作る 800の仕事場があ，f亡， 2000台

の織台が動し、てヤた。 l仕事場に平均2.5台が備わって

いたことになるのこのように，ヤズドの線織物業は綿織

物輸入額180～230万ポンドの 1%ほどにあたる生産物を

lf日 Jていた。 ：w世紀初頭にも，（；tl絹織物業，（h＇綿織物業
は存在していたのである。

(4) ナーイン（Naim)

ペルシャ湾ルートの3番目にある内陸都市。 20世紀初

頭に（c)200-hの羊毛織台があった。ケルマーンと並んで，

イラン毛織物議の中心地であった。

l!il カーシャン（Kashan)

ノくンタレ・戸、ゾパスからのペルシャ湾ルート（判の第4

番目の都市である。カーシャンは（a）絹織物の町として有

名で，ここの絹織物はず， pと以前から東洋で有名であっ

た。この周辺で蚕が飼われ，ギラン州カ通らも原料蚕が移

入されてきていた。ヘルベルト（T.Herbert T）は，1627

年に「この町はヨークやノルヴィチに優るとも劣らないJ

（注16）と述ぺたほどである。

1850年には人il 3万で， 770の仕事場と商店があり130

人の商人がし、た。このうち28店が輸入品を扱-0t：二。ほか

に80人の銅・鉛の細工人もいた。（a）絹織物業では8仰の

80 

織台があり，当時l都市にある台数としては最多であっ

た。また，（同綿織物業も盛んで， 「多量の」綿経糸がろ

ば荷で，カスピ海沿岸のアストラハーンに送られていた

と言われる。しかし， 1840年にはすでにイギリス商品の

輸入がカーシャンの大きな仕事場（factory）を破壊J

惟 17）していたのである。イギリス商品を買って「ダンピ

ンゲ行為」を行なし、，カーシャンの産業を破壊したのは，

地租を免除された大きな貿易商であった。ここにも，大

商人と手工業者の結びつきがゆるんでいく例が示され

る。このように一面で産業衰退の兆しが現われつつも，

いまだかなりの活動がカーシャンでなされていた。

19佐紀末にも綿と混紡された美しい絹や絹織物がピロ

ーrとともに作られていた。20世紀初頭（乱）絹織物業では，
1850年の織台数の4分のlに減少したが，まだ月産400個

を製造する 200の絹織台があった。また，（日綿織物業で

は100の仕事場があった。ヤズドの例より 1仕事場2～

3台とすると， 200～300の織台があったと推定できる。

以上から，（a）絹織物業で有名だったカーシャンでは， 20

世紀初頭に以前より衰えながらも，（a）絹織物業，（b）綿織

物業が存在したのである。

(6) シーラーズ（Shiraz)

ブシユレ港からのペルシャ湾ルート同の最初の都市で

ある。 50年頃には刃物類が生産された。この生産以外に

商品集散地の役割を果たし，ペルシャ商人の大半がここ

に代理店を持っていた。 50年に1200の商店や仕事場があ

り，このうち 100店がイギリス綿布（白と色物）の8万

片（6万5000ポンド〉を輸入した。さらに，タプリーズ

からも 4万ポンド以上を輸入しており，合計10万回00ポ

ンi:は同年輸入総額の3.6%にあたる。

(7) イスファハーン（I寺fahan)

ブシュレ港からのペルシャ湾ルートの2番目に位置す

る都市である。ファトフ・アリー（1797～1834年）の時代
には，絹織台が1方2000あった償問。しかし，ヨーロツ

パ商品の流入とイラン宮廷の噌好の変化で， 1845年には

数個しか残ってヤなかったと言われる。ともかく， 1850

年には（a)200台の絹織台があった。カーシャン，ヤズド

についで絹織物業では3番目に盛んな都市である。（い綿

織物業の織台数は判明しない。しかし， 「綿織物の製造

は大規模になされ，この製造が近郊の町や村の住民に仕

事を与えて」 ClH9）いた。（b）綿織物業もある程度発展して

いたと考えられる。

19世紀後半には，マンチェスターはイスファハーンの

万能の機織業者（カーゾン〉とさえ言われ，綿織物の輸
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業

に減ったと述べてお I), 19世紀末の織台数には差があり

ながらも， 20世紀初頭の数では一致している。さらに，

(e）皮製造業では，ハマダンと同じように1909～12年に，

40～50人の働き手を雇用する八つのモロツコ皮製造の仕

事場i/):23）があった。以上のような（e）皮製造業以外に，（吋

絹織物業，（（叫（c））ショール織業，（diカーペット生産が

なされ，各種の鍛物業が20世紀杭頭に存続した都市と言

える。

1930年代のマシュハッドでなされた手工業の仕事場数

を示しておこう（注24）。

(10) ニシヤプール（Nayshapor)

7シュハッドの隣町である。中世では良質リンネルな

どの生産で有名であった。 1900年頃には（乱） 3～4倍の絹

織台を持つ16の仕事場があり，合計50～60の織台数を有

した。マシュハッドより平均織台数は多い。

1111 スルタナバード（アラク） (Sultanabad) 

パグダッドルート付の中心都市である。周辺の村々で

は，川カーペット生産が盛んであった。 1871年には，周辺

150の村々に5000台のカーペット織台があれ 1村に30～

40台が存在したことになる。 1万人がカーペット生産に

たずさわっていたから（注25),1台に2人の働き手となれ

既述の2～5人の子供と 1入の監督織手（タブリーズ）

に比へると少なし、。この地方では，村々の家庭に織台が

持ち込まれ，女たちが織っていたようである。

また，ツイーグラ一社（ZieglerD. Co.）の支配人が，

20年前（1874〕にこの都市へ来たときには40の織台しか

なかった。ところが，例年には市内で800の仕事場で，

121）（）台以上，周辺で1500台，計約3000台があったと言わ

8t 

入が大きな比本を占めた。イギリスから輸入さhた耕織

物に手で染色して，キャリコを生時ーした。このようなキ

ヤリコが，イスブアハーン問有のコ夕、ク織りとともにロ

シアのムスリム用に輸出された。

1900年には，（b)2000＃の綿織台があり，ヤズドと並ぶ

イラン最大の綿織物都市となった。ヤズ！ごと同じ台数だ

から，輸入額の1%弱の綿織物を生産したと考えられるい

なお， 1930年には557の織f,＇があって， 450万リアル（注20)

を生産した。

さらに，イスファハーンではラピザジェによ.nば＇（a）カ
ーペット生産が1920年以降盛んになった。 1923年までは

あまり発展しなかったが， 1926年には以前の200台から

4000台に増え，原料の羊毛ーが他地方から移入させるごと

になった。1921年に1151の仕事場が40年には2673とな 11,

ほぼ2.3倍に憎えた。

以上のように，この都市は最初凶絹織物業， ni"綿織物

業，（e）金銀細工が繁栄した。 19世紀末に（ri綿織物（加工）

業が重要産業になり， 1920年をすぎる！：： i<]'iカーベサト生

産が中心になった。イランの伝統的産業の感衰をそのま

ま現わしている。

18) ハマダーン（Hamadan) 

パググッド・ルート付のイラン関内2苦手日の都市であ

る。ここで作られる皮製rrr，は良質で， 19f!i来日初頭から有

名であった。ほかに，カーぺ、ソト，粗綿布設物も作っていた。

1909～12年にはマシュハヴドと並んで，八つのそロツコ
皮製造工場（マニュファクチュア）があった。各々に40～

50人の働き手がいた。ごろした形態の皮製品喫迭は新し

いもので， 1,い型は「5～10人の働き手を拾っ多くの半

田舎工場JUl:21）に上る生産であ η た。逆にftえば， r1了い

型の工場すら， 5～10人の働き手を備えていたというこ

とになる。

(9) マシユハヴド（Mashharl)

ヘラート・ルート（刊の中心都市で‘あるの織物件.rtのほ

かに，ダマス風に金銀に象眼した力車I］の生産も有名であ

った。 19世紀末に，（代、650台の絹織台と（（州、（c))320台の

ショーノレ織台があ司た。（rliカーペット’'t，宝もなされ，良
質なオリエント風カーペットを生産する40の織台があ勺

た。 1872年に150の仕事場があり，若干ーのものでは100人

の働き手を雇っていた（注22• 円

また， 1900年頃には凶，zoo台の絹織台を持つ100の什a事

場があった。平均2台どなり，ヤズドの平均5台よりも

小さい。（a'1絹織物業は19世十紀末の 650f，かん：i分の llこ
減ったη fワノ 7 も， 19世紀末の！ZOO・f¥!Ih「，1;;0～zoof,・ 
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1850年以降，顕著になったイギリス綿製品などの輸入

によって，イラン織物業は徐々に圧倒されてし、った。し

かし， 11-2.で見たように，イラン織物業は20世紀初頭

にいたるまで，存続していたのも事実である。

(a）絹織物業では， 「地方消費的」部分が大まかな推定

で， 3万ポンド（5.3%）から， 12万～13万ポンド（21%)

となる。生産された綱・生糸の5分の 1以下を利用して，

(a）絹織物業が営まれた。（L,）綿織物業では1900年頃に6～

25%が「地方消費jされたようである。（ti）絹織物業の

「地方消費」率とほぼ同じであるが，綿花は自給的意味

での「家内消費」により用いられたようである。だか

ら肘綿織物業の中心，ヤズドやイスファハー〉でも輸

入綿織物の 1%米満を生産しただけで，発展的には営ま

tもなかったようである。

1850年頃にはイギリスやfン｜ごから輸入した粗綿織物

を，ヤズドなどではイランの古い染色法で仕上げて，ロ

シアや内陸諸国のムスリム用に加工して輸出した。だか

。こそ，第2表で見たように， 123万のうち4分のlに

あたる34Jjポンドの綿織物が再輸出されたのである。こ

の時期には，イランの綿織物業は近郊IJ民に就業機会を

与えてヤたと言えよう。ところが， 1870～80年に開始さ

れたロシア産業革命によって，今までとは逆にロシアが

イランに綿織物を輸出してくると，もはやイラン綿織物

にとって頼みの綱である再加工輸出すら不可能になっ

た。イランのゆ綿織物業にとっては，これが直接の痛手

となった。もちろん，潜在的にはすでにイギリス綿織物

によって，イラン綿織物業が圧倒されていたのであった

けれども。

また， l,c）毛織物業は50～70年までは，ロシアや内陸ア

ジアに製品市場を期待できた。しかし， 70年以降ロシア

がイヲレに製品を輸出してくると，イランの都市で、（c）毛

織物業は細々と生産されるにすぎなくなった。

このように見てくると，イギリスとロシアの織物業の

影響てv fランの織物業は全般的に衰退したと考えられ

る。この中で，（［也、，（c））のショール織物が活気を示し，（d)

カーへソ卜生産だけが著Lv・活気を示した。先に見た都

市｝jl]i/Jii,'薬事情から考えると，（1，）綿織物業で19世紀中頃

の水準を維持かまたは発展させら，しかも重要な比率を

占めた都iril土ヤス、ドだけでありた。（b綿織物業ではヤズ

ド， イスファハーンがこれにあたる。（c）羊毛や（（引，（c))

ショール織物業ではケル7 ーン（18同年の半分となった）

料一・・－－－－白血＿＿＿＿＿＿＿，.，，，，，.＿マーぞ：~~吋町一’：＝~＇：’甲山…－－－－型－－－，刊叩山~·副

3. れる。印0万クランを毎年生産（注26）した。この額は1田9年

に輸出したカーペットの合計330万クランのほぼ150%弱

にあたり，少々大きすぎる。この都市は（a),（札（c）の織物

業から，伺）カーペット生産に特化していったようである3

（凶 ク／レドスタン地方のシンネ一地区（Sinneh，現

Sanandaj) 

この地方も，（d）カーペット生産の中心地である。カー

ゾンによればクノレド族の女たちがカーベットを生産L,

織台数も5000台あった。

（！司 カイナート（Kainat，現在のカインか？ ) 1871年に

2000台のカ｝ペット織台があり， 1万2000人が働いてし、

Tこ。

1,14) その他

1920年代のラシュトとエンツェリ（現パングレ・ノどハ

ラピー〉における手工業の仕事場数を記しておく。岡市

はカスピ海沿岸にある，ロシアとの貿易上重要な都市で

あった。
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イラン 2都市の子工業仕事場

ン

第15表

業 種

貴金属業
鍛冶
銅制Ii T 
小鍛治
帽子製造

大工・家具問1
長靴製造
製本
裁縫と事lしゅう
で有i 縫合

レンガ工場
瓦製造
なめし皮製造
船織物

以上，都市の諸産業を五つの項目で見てきた。多分，

これらの都市において各産業を営んだ仕事場は，各産業

で最大クラスに入る仕事場であろう。だから，他都市や

他地域では，もっと小規模な仕事場で産業活動がなされ

ていたはずで、ある。しかし，ここでは，最大クラスの仕

事場の状況を分析することで， 19世紀後半から20世紀初

頭における諸産業の最も傑出した部分での規模や生産を

推定して，当時の諸産業の発展段階を考察してみたい。
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がこれにあたる。このように，かつてイラン各都市で生

産された（叫，（c）の織物業が，特定の一都市でのみ維持か

発展ができたにすぎなL、。ヤわばイラン同内での...，都市

の特化である。もちろん，これらの都市では他織物業も

営まれて量的に見れば，これら特定都市は；a絹織物業で

は不明ながら，（b：綿織物業ではヤズド，イス7 アハー〉

が綿織物輸入額の 1%, (c』羊毛，ショール織物業ではケ

ールマーンが，絹・羊毛織物輸入額の13.2～14.7%をr1i

めたのである。

これに対して，（d）力一ベソ卜生産は多くのl也ゾjや都市

で営まれ成長した。 L、わl:f，イラL 1 l過の特定部門への

特化である。ゲブリーズや7 シユハッド，ケルマーンに

は大規模な仕事場すんできた。 1500～2000人を雇用した

守ブリーズの工場， 100人を雇用したマシュハ、ソドの仕

事場がその中でも最大級で，ゲブリーズでl土l仕事場の

平均台数が10台（般大の上述工場を除いて）にな，Jてし、

た。また，（eiその他のうち，皮製品製造が fヲン得意：の

分野として発炭Lた。 40～50人を雇用するハマゲーンペコ

マシュハ、ソドの仕事場がその例である。このうT野ではHj 

来の仕事場すら 5～10人を濯’Jていた。

イランの伝統的産業は，それぞれの部門ごとにこのよ

うな不均衡発展をゆるやかに示していた。ここで，他の

中東都市における織物業と比較してみよう。

中央アジアにおける最大の生産都市プノ、う li\'27.• と比較

してみよう oブツ、ラでは多くの産業が存在L，なかでも最

も発展してし、た織物業は第16表のような状況にあった。

最大の仕事場所有者は120台の織台をn-，てヤた。また，
別の例では80人を雇っていた。こうした32人の仕事場所

有者は平均で19目7台を所有しており。 120千？を所有する

長大例を除し、てt，平均16.5台所有していた。
第16表 ソハラの絞台数とイI:事場所ti荷数

仕事場｜
縁台矧牧 ｜織介数

(li/iイ1荷数）

～25 9 日90
24～20 4 so＋川
19～15 45 
14～10 日 58 
9～ 6 5 :l6 
5～ 22＋川

'¥2 6:l l十川

（出所〉 Cyxapesa, 0. A., llo3iJeHecfieoδG;lbHOii 
Fopoδ ＇f-.yxapa HoHu,a XIX・HG'fG,ta XX  

ae,w, Tnume11T, 1962, c-rp. 85--88 
(ii') そ，！，他・1～5人：, (I ・!;JJ,¥ i >, •Ji/, f；か l・' l、
なむ，織台数点、干I)19］一世－r,！•勤手 l 刀， j zか’J t什ト

,,,jj¥主な例よりJ(f;;,t’Lた。

ところで，フ。ハラの場合には1仕事場に何台が備わっ

ていたかを示す資料はなU、。ただ，上述した120台を所

有した織物業者でも， 10～12台を自分の仕事場に備え，

他を個々の家内手工業者の家に置いていた。また， 20台

を所有していた織物業者は10台を自分の仕事場に備え，

他を家内手工業者の家に置かていた。 30台を所有してい

た人は， 5～6の仕事場に分けていた。だから，プノ、ラ

の最大所有者でも 1仕事場に10台以上を備えてはいなか

ったど言えよう。他の所有者も同じあろう。とすれば，

1仕事場には6～10台ほど，小さいところには3～4台

が備わっていたと考えられる。

イランの織物業を考えると，（d）カーペット生産以外で

は， 1仕事場の平均織台数は2～5台と考えられる。こ

の規模はきわめて大まかに言えば，ブハラの仕事場より

も者ニF小さいほどであろう。しかし（d）カーペット生産で

は，タブリーズの平均は10台だし，マシュハツドの例で

は100人を雇用してし、る。これから考えると，（d）カーペ

ット生産の工場規模は，ロシア人所有の大工場を除いて

も，ブハラの織物業の規模よりも若干上か，同じであろ

ところが，このカーペット業においてすら，生産関係

では．／ハラよりずっと遅れていた。サイクスも言うよう

に，実際にカーペット生産にたずさわったのは子供であ

った。また，若干活気を示した（（a),(c））ショール織物業で

も，この状況はほとんど変わっていなb、。つまり，イラ

ン織物業で最も発展し，規模の点ではブハラ織物業を若

干上川ったカーペット業も，多く子供労働に依存してい

たのである。これに対してブ、ハラの織物業の主要な担い

手が，かなり豊かで自由を享受した雇われマスター（ハ

リブ）であった償却）。たとえ，カーペット生産の特殊事

情があるにしても，イランのカーペット業も各織物業も，

かなり豊かで自由を享受できた独立ハリフ層を，大量現

象としてイランに生み出せなかったようである。ただ

し，イランの得意な皮製品製造業はブハラのそれをずっ

とL-.lti］－.，ていた。

より詳細な生産諸関係の解明が必要だとしても，（a）～

(c）織物業では規模の点でフツ、ラに劣り，（d）カーペット生

産では上回ったものの，仕事場内部に存在した諸関係は

十ずれも遅れていた（注29）。こうした状況は， 1850年以前

に存在したイラン織物業の内的発展の弱さの結果であっ

たL,191世紀中頃以降，急激に流入したイギリスとロシ

了商品による囲内産業の衰退の結果でもあった。原料供

給にしか生きる道が閉ざされたイランは，北部地方をロ
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シアのルーフツレ支配圏に切りとられ，南部地方をイギリ

スのポンド支配圏に切りとられ，独立国家という実態は

外国経済攻勢の前に消失してしまったのである。

（注1) Issawi, op. cit., p. 231. 

（注2) Curzon, op. cit., vol. 1, pp. 367-370. 

（注3) Ibid., p. 497. 

（注4〕 MuhammadSalmon Hasan，“al-tataw-

wur al・iqtisadifi al Iraq" (Beirut, n. d. pp. 128-

129), in ed. C. Issawi, op. cit., pp. 120-121. 

（注5) rope.71HK0B, C. r., HpaH.,, MoCKBa, 

1961, CTp. 192. 

（注6) Yaganegi, op. cit., p. 6. 

（注7〕 Fateh Mustapha khAn, The Economic 

Position of Persia, London, P. S. Kings & Son, 

1926, p. 22. 

Ci主8〕 Curzon,op. cit., vol. 1, p. 521. 
（注9) Abduallaev, Z. Z., "Promyshlennosti za-

rozhdenie rabochego klassa Irana v konste XIX-

nachale XXvv＇’（Baku. 1963), in ed. C. Issawi, op, 

cit., pp. 297-298. Aubin, Eugene, La perse d'aujo・

urd’hui, Paris, 1908, pp. 42 43.これによHば「1ノ、

の豊かなロシア人は2000人の男と子供を雇用し，200台

の織台を動かしてJいた。多分，同一人物であろう。

（注10) Issawi, op. cit., pp. 302-303.なお， 1平

方インチ15×15本の糸でカーベット 9Xl2平方フィー

トをつくるのに， 5人の子供と 1人の監督者を必要と

しTこ。

（注11) Curzon, op. cit., vol. 2, p. 245. 

（注12) Issawi, op. cit., pp. 267-268.以下に述ベ

る他都市において， 20世紀初頭の産業事情は別に示さ

なし、限；りこれによっている。

（注13) Ibid., pp. 267ーお8.

（注14) English, P. M., Ci砂 andVillage in 

Iran ; Settlement and &onomy in Kinnan Basin, 

Madison, Univ. of Wisconsin Press, 1弼6,pp. 28-

29.なお，ここで引用されている審物は， Sykes,

P. M., Ten Thousand Miles in Persia or Eight 

Years in Iran, London, 1902, pp. 199-200. 

Ci主15) Curzon, op. cit., vol. 2, p. 242.ただし，

1加Oの仕事場に300～おOの絹織台では少なすぎる。ま

た， 20世紀初頭の縞織台数について，イワノフは「絹

織物業は衰退し，養蚕従事者はケシ栽培に移らねばな

ムなかったJと述べている。 HeaHoe,M. C., HpaH・

84 

CKQJl PeBO.lllOU,UJl 1905-1911 20δOB, MocKea, 113.ll, 

HMO, 1957, CTp. 40.これに対して，アプドラェフは

本文のように言っている。また， 1930年代には必00の

縞織台が市場l旬結織物を製造した。「1日1000ザ－ ,1-(1 

ザール＝1.04か1.12キロメートル）が織られ， 1年に

720万ザ－，tが生産されたj と言われる。 Pa611JaJJ.e,

M. M., Pa3eumue Kanuma1zucmuttecK020 llpeiJ・

npuH.u,'4ame.llιcmea B npo.M6uu1zeHH.ocmu HpaH.a 

B 30-x zooax XX BeKa, BaKy，日明・“<ITIM，” 1970,

CTp. 1 I. 30年代には手動カーベット織台が2万5000～

九万あったとも言われる。“Agriculturaland Indus-

trial Acitivity and l¥fan Power in Iran," lnterna-

tional Labour Review, vol. LIX, No. 5, 1949, p, 

556. 

Ci主16) Ahmad Ashraf, ＇‘Historical Obstacles to 
the Development of a Bourgeoisie in Iran," in Stu-

dies in the Economic History of the lvfiddle East, 

ed. Cook, M. M., London, Oxford Univ. Press, 

1970, p, 317. 

(i'l:17) Ibid., p. 325. 

（注18〕 Lambton,A. K.，“Persian Trade under 

the Early Qajars，” in, Islam and Trade of Asia, 

ed. D. S. Richards, Oxford, Bruno Cassirer, 1970, 

p. 239. 

（注19〕 Issawi,op. cit., pp. 267－お8.

（注却） Pa611aa.lle, M. M., 'IIIT・no.Pa3e11T11e, 

CTp, 11.なお，カーペット織台以外の台数も1926年の

100から1927年に2000にふえたと言われる。

(i:lニ：21) Abduallaev, Z. Z.，“Promish，” in ed. 

Issawi. op. cit., pp. 297→298. 

(it.22〕 Issawi,oρ. cit., pp. 302-303. 

(/}23) Pa611aa且e,M. M.，可HT.no. Pa3B11Tlle, 

CTp. 1 J. 

(i:]:24l A6且yJwaee,3. 3.，φop.M.uposaH.ue Pa6・・

ottczo H.llacca HpaH.a, BaKy, 1968, CTp. 56-57. 

（；＇』：25) Curzon, op. cit., vol. 2, p. 524. 

(i}2ti) “Report on Ispahan，” in ed. Issawi, op. 
cit内 p.305. 

( i:J:27) Cyxapeea, O. A., flo3iJnerfieoiJa.A.bH.blii 

Tc>,lOδfyxapa KoHu,a XIX-Hatta.Ila XX  BeKa, 

TauIKeHT, 1962, CTp. 85-88.プハラは三汗日の一

つで， 1500-1559年のシヤイパニ車月後，ベルシャに支

配され1753年じ解！皮されたのしか L, 1868-69年以後



同一一一一一一一一一…山一w…一一”~ザ一円一一一一一－m•＂.~竺ー…資 料一一竺？一一，．
はロンアの保護国となり，経済活動.J）点で山み Hシア

より独立していf：。 nr.；プハラ：;tイランゾ〉マシュハツ
ド乃ゴt東にあるシルクロードff）乃高官・，nである。スハレ
ノくはこの/!ii市を中央アジア段大の伺l,tiで，機械品IJ生成：

がまだ：（｛｛F.せず封建的F工業が存竹ーした部廿jと規定し

ている。ここでは fランとの関係が泌く， 11;,、ぷ，，i-;;で

の中東の一都市（イスラム {;l;ftj）で， Lかh手工業方、

犬最に族生した部T!iと考え，アハラの諸姥署長E，イラ

γ諸都市の生＃.諸産業とを簡単に比較Lてみ針。

（注28) Cyxapen2, 0. A., !lHT. no.口03且He,

CTp. 93.ハリプとは他人の仕事場で雇用されて働くマ

スタのことである。仕事場主人（ウストコール）から

貸付金（プナーク）を受けなL、ハリフはオリヤート・

ハリフと呼ばれ，貸付金を受けたブ十ーク・ハり 7 よ

りもずっと自由であった。プナークモは就業時に必要

な準備金を併り受けることで，ハ 1J7U新じL、ti：事場

主人からこれを借り受け， E者支払い， とくに前の主人

へのブナーク支払いをした。ともかく，プヲ－7が存
在した限り，その主人のもとを去ることはできなかっ

fこ。

（注29〕 九ハレパによれば当時，プハヲの織物業は

アジア経済研究所刊行刊111111111川川
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片野彦ニ著

アジア諸国の社会翠本

一一医療・教育施設拡充必要度の推計一一

研参214/B5判！／154頁／700円

神原 周編

中国の技術と資源総合利用

研参215/B5判1/151頁／7田円

「家々に分散された生産（マニュフアクチュア）から集

中された生産組織」（CTp.157）にし、たっていたといわ

れるから，イランの場合はこれ以前の段階にあったと

」応考えられる。また，イランにおける生産関係を知

るー側面として，イランのギルド an写d を若干考えて

みる。ギルドの規制つまり，内部への「労働の規制J

と外部への「独占化」（M.Weber）の点から考える

と，プハラの場合にはこの諸規事IJはきびしかった。こ

れに対してイランの場合はゆるやかだったようであ

る。なお，このような諸規制が西欧において強化され

たのは「ツンフト革命J後であったL，しかもウェーパ

ーがイスラムにおいても「プハラにおけるごとくツン

フト革命すら起こった」と記していることから，プハヲ

における諸規制lの強さとイランにおける弱さはこれと

かかわるかもしれない。 Weber,M., Wirtschaftsgec・ 

sehichte, S. 129. （黒正厳他訳『一般社会経済要論』上

居波書店 1954年 271ベージ）つまり，イランにおけ

る生産関係は，ここでもプハラ以前だったと思われ

る。

（調査研究部）

発展途上国の経済開発は，各々の国の経済活動水準に

対応して一定の水準の社会資本が維持されなければ，順

調な発展は期待できないという基本的認識の上に立ち，

アジアの主要閣の社会資本の問題に計量的な接近を試み

る。

日本や欧米先進諸国から最新の石油化学工業技術を導

入するなど，新しい技術体系に基づく社会をつくり上げ

る実験過程にある中国に，技術と資源の総合利用という

面から取り組む．
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